
日本語用論学会第 4回(2001 年度)大会プログラム 

日時 2001 年 12 月 1 日（土） 

会場 桃山学院大学３号館教室棟 3 階 〒594-1198 大阪府和泉市まなび野 1 番 1 号 

 TEL 0725-54-3131 Fax 0725-54-3204 http;//www.andrew.ac.jp 

 

ワークショップ (10:30～11:50) 

A 室[3-301 教室] 「言語使用者と心の問題」 司会 山梨 正明（京都大学） 

1. The Effect of Explicit Instruction on Modality Use in L2 Academic Writing   

                                 夫明美（ハワイ大学マノア校 / 神戸大学大学院） 

2. 行動と認知の発話行為論            野澤元（京都大学大学院） 

3. SUPPORTIVE THEORY between speaker and hearer  新井永修（仁愛女子高等学校） 

 

B 室[3-302 教室] 「意味論と語用論の接点」 司会 杉本 孝司（大阪外国語大学） 

1. Let Alone 構文の一考察―「肯定文」に現れる Let Alone 構文―   

  澤田治（早稲田大学大学院） 

2. 形容詞構文の多層的解釈     仲本康一郎（京都大学研修員） 

3. 日本語における二人称名詞の回避と指示語の代用   金井勇人（早稲田大学大学院） 

4. 親族間呼称に関する一考察    北風陽子（甲南女子大学大学院） 

 

C 室[3-303 教室] 「言外の意味をめぐって」 司会 林 礼子 （甲南女子大学） 

1. 名詞句発話の解釈をめぐって    吉田幸治（近畿大学） 

2. 笑い理論と語用論        桶田貴臣（関西外国語大学大学院） 

3. 売買の場面における「断り」の日独文化比較―語用論的解釈の試み―   

  板倉歌（慶應義塾大学非常勤講師） 

4. 間接表現の一考察―『破戒』から―       井波真弓（拓殖大学非常勤講師） 

 

D 室[3-304 教室] 「関連性理論による分析」 司会 東森 勲 （龍谷大学） 

1. 説得力のあるアナウンス―関連性理論による考察―  新井恭子（学士院大学大学院） 

2. 関連性理論からみた文字テロップの効果     塩田英子（龍谷大学大学院） 

3. 関連性理論は副詞節の理解にどこまで貢献できるか   

  西岡武彦（神戸市外国語大学非常勤講師） 

 

大会受付 10:30～ [3 号館 3 階 2-301 ハイビジョンシアター前]         

書籍展示(10:30～18:00) [3-309 教室] 

 



総会 (12:30～12:50) [2-301 ハイビジョンシアター]司会 林 宅男（桃山学院大学） 
1. 開会の辞  林 宅男   （桃山学院大学） 

2. 会長挨拶  小泉 保 （関西外国語大学） 

3. 事務局長報告 澤田 治美（関西外国語大学） 

4. 編集委員会報告 高原 脩 （神戸市外国語大学） 

5. 会計報告  田中 廣明（関西外国語大学） 

6. その他 

 
研究発表 (13:00～15:30) 

   1. 13:00～13: 35  2. 13:35～14: 10  3. 14: 20～14:55  4. 14: 55～15:30 

A室[2-301 ハイビジョンシアター] 司会 内田 聖二 （奈良女子大学）   

1.  いわゆる「命令のノダ」に関する一考察          名嶋義直（名古屋大学大学院） 

2.  And と But：意味論・語用論の接点                  武内道子（神奈川大学）  

（10 分休憩） 

    司会 吉村 公宏 （神戸学院大学） 

3. 直喩表現(like NP)と関連性           黒川尚彦（大阪大学大学院） 

4. Development of Metalogical Ability in Children: Use of the Japanese Connective DATTE by 

Children before Age 4 

 山本多恵子（国際基督教大学大学院）・松井智子（国際基督教大学）・Peter McCagg（国

際基督教大学） 

 

B室[3-305 教室]    司会 橋内 武 （桃山学院大学） 

1. 相互行為・文法・推測可能性：会話における「ていうか」の分析を例にして   

若松美記子（一橋大学大学院）・細田由利（テンプル大学大学院） 

2.  物語の聞き手のアセスメントに関する一考察           須賀あゆみ（奈良女子大学） 

（10 分休憩） 

    司会 上田 功 （大阪外国語大学） 

3.  報告される法助動詞における時間と心的態度―認知語用論的観点から―    

  岡本芳和（関西外国語大学大学院） 

 

C室[3-310 教室]    司会 西村 美和 （群馬県立女子大学） 

1. Hedge 使用と性差についての一考察           岡部浩子（神戸市外国語大学大学院） 

2.  映画のシナリオが語用論に示唆するもの     西光義弘（神戸大学） 

（10 分休憩）  

    司会 澤田 治美  （関西外国語大学） 

3. 比喩認知の語用論        小泉保（関西外国語大学） 



D 室[3-311 教室]  司会 高原 脩 （神戸市外国語大学）    

1. 非明示的否定性と呼応する程度副詞「全然」   有光奈美（京都大学大学院） 

2. 尺度含意の否定に関する二つの問題点        五十嵐海理（敬和学園大学） 

（10 分休憩） 

       司会 野田 尚史 （大阪府立大学）  

3. なぜ、「なんで V しないの（か）？」は[行為指示]機能を持たないのか  

  森貞（福井工業高等専門学校） 

4. 明日は忙しかった―未来の「た」について         金水敏（大阪大学） 

 

シンポジウム (15:45～18:00) [2-301 ハイビジョンシアター] 

<< 「関連性理論との対話」―関連性理論は語用論の新しいモデルになりうるか？>> 

司会 西山 佑司（慶應義塾大学） 

1.  関連性理論の立場から：「真の語用論―関連性理論の斬れ味」      

  講師 今井 邦彦（学習院大学） 

2.  言語行為論の立場から：「関連性理論における言語行為理論に対する誤解を解く：発語内

関与(illocutionary commitment)、非字義的言語行為、間接的言語行為を中心に」                    

  講師 久保 進（松山大学） 

3.  認知意味論の立場から：「関連性理論は、発話解釈に内在する主観性と客観性をどこま

で正しく捉えられるか？」          講師 中村 芳久（金沢大学） 

 

閉会の辞 小泉 保（関西外国語大学）  

 

懇親会（18:30～）（会費 3,000 円）（会場：桃山学院大学キリスト教センター（集会室）） 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

◇桃山学院大学への交通手段、キャンパスマップは同封の別紙を参照してください。大阪南部

近隣のホテルも同封の別紙を参照してください。ただし、学会では、ホテルの紹介はいた

しておりませんので、ご了承下さい。 

◇会費は、現会員（新入会員も含む）の場合は 4,000 円、当日会員は 3,000 円です。受付で

お払い下さい。なお、現会員の方はなるべく、同封の振替用紙にて前もってお払い下さい。

なお、受付で、ハンドアウト集『Program & Abstracts2001 年』（1,000 円）をお買い求め下

さい。また、現会員、新入会員の方には今年度の学会誌『語用論研究』第 3 号（当日会員

の方のみ 1,500 円いただきます）をお渡しします。なお、昨年度の学会誌『語用論研究』

第 2 号（1,500 円）、昨年度のハンドアウト集『Program & Abstracts2000 年』（1,000 円）も

販売しております。それ以前の号は売り切れとなりましたので、ご了承下さい。 

◇昼食は、学内の食堂があります。午前中から参加される方は、大学の構内のには食堂は 3



箇所あります。大学周辺にも近隣に数箇所ありますが、当日は時間的制限もありますので、

構内の食堂で食べられるほうがいいかもしれません。大学の構内では、一番大きくバラエ

ティのある所から順に「聖バルナバ館」の 2 階キャファテリア(土曜日の営業時間は

10:30-13:30)の他、「聖マーガレット館」の 2 階の食堂(土曜日の営業時間は 10:30-17:00)、

それから「カンタベリー館」1 階のフアーストフードコーナー(土曜日の営業時間は

11:00-14:00)です。この中では「聖バルナバ館」が御薦めです。他の二つはパン、サンド

イッチ類が主になります。 

◇休憩室（一般会員控え室）を 3-308 に設けております。休憩時間の飲み物、昼食等はこの部

屋をご利用下さい。 

◇書籍展示・販売を 3-309 で行っています。 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

開催校委員：林 宅男 

大会実行委員：澤田治美、田中廣明、林宅男 

学会事務局：会長 小泉保 〒573-1001 大阪府枚方市北片鉾町 16-1 関西外国語大学 澤

田治美研究室内 TEL072-856-1721（代表） FAX 072-855-5534   

E-mail: tanaka@kansai-gaidai-u.ac.jp（田中廣明宛） 

URL: http://www2.justnet.ne.jp/~hiro-tanaka/index.htm 

郵便振替口座 00900-3-130378 口座名:日本語用論学会 


